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一般論文　析出相結晶構造を考慮した高強度銅合金設計
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1.　緒言

より高強度の銅合金がニーズのひとつとして求められるように

なってきており，多くの析出型合金が開発されてきた1）。従来，
合金開発に対してなされてきた取り組みは，合金状態図によっ
て得られる析出成分固溶限の温度依存性に基づき，合金系を選
定し，実験的に特性を評価することによって，合金成分を決定
することが一般的であり，合金強度を決定づける析出相の結晶
構造，析出状態自体に注目してなされた合金設計は少ないのが
現状である。また，実際には実験的な手法を用いたアプローチ
によって合金系を選定する場合，3元系合金で2400通り以上の
組み合わせがあり，さらに，組成最適化を行う手順を考えると，
最適な合金系の選定は実質上不可能と考えられる。
そこで，数多く存在する合金系組み合わせの中から新しい合

金系を選定するための手段として，析出硬化に寄与する析出相
の結晶構造に注目し，析出強化相として存在しうる合金系の榛

（orthorhombic），（4）六方晶（hexagonal）の結晶系において整
合性が得られやすいと考えられるため，4つの結晶系より析出
強化相になり得る化合物を選定する。
2.1.1   立方晶における考え方
立方晶系の析出相を考えた場合，母相と同じ結晶系で
あるために，基本面同志の方位関係が（001）Cu//（001）p.t.,
［100］Cu//［100］p.t.で存在すると考えられる。その場合，孅咎呱

Cuはマトリック
スである銅の格子定数，nは整数である。
2.1.2   正方晶および斜方晶における考え方









古河電工時報 第114号（平成16年7月）36

一般論文　析出相結晶構造を考慮した高強度銅合金設計 一般論文　析出相結晶構造を考慮した高強度銅合金設計

古河電工時報 第114号（平成16年7月）37

いる。
V c=EoNs




